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小学生児童の体格と体力の発達に関する縦断的検討

吉田　真咲・石塚　諭・栗原　知子・水村（久埜）真由美

諸言

子どもの体力低下が社会問題となってから久しい。そのため様々な方策がとられ、ここ数年ではやや向

上しているものの、最も体力水準が高かった昭和60年ごろと比較すると、依然として低水準であることが

示されている（文部科学省、2013a）。また、子どもの肥満についても長年指摘されており、2006年あた

りをピークに最近では減少傾向にあるが（文部科学省、2013b）依然として問題視されており、またここ

数年では、子どもの痩身も問題となってきている（杉浦　2015）。これらは、生活時間の夜型化、テレビ

視聴やゲーム時間の増加による身体活動量の低下、栄養過多、不適正な食習慣（欠食、よく噛まないなど）

が要因であると指摘されている（大須賀、2013）。子どもの頃からの低体力、肥満傾向は、小児メタボリッ

クシンドロームや小児生活習慣病を引き起こすこともあり、また成人以降の肥満につながり将来的な健康

を考えるうえで非常に重要な問題である。子どもの痩身傾向も、低体力をもたらし、将来的な健康に影響

を及ぼすことが予想される。

小学校入学以降の児童期は、身体の形態面、機能面の発育・発達が著しく進む時期であり、これらの変

化が、児童の体力・運動能力に大きな影響を与えると考えられる。児童の体格と体力との関連を横断的に

調査した報告によると、肥満児童は低体力の傾向にあり、特に高学年男子で顕著であることが指摘されて

いる（金ら、1992、水村ら、2006、小野と奥田、2008、真家 2013）。また、肥満児童は、非肥満児童と比

較して全般的に日常の活動基準が低いことが報告され（Planinnsec & Mateiek，2004）、低体力に拍車

をかけていることが考えられる。さらには、日常の身体活動量と体力に関連があることも報告されている

（小林ら、2006、笹山ら、2009）。

このように、小学生児童において、体格と体力には関連があることが示されているが、これらの研究は、

単学年あるいは横断的に検討したものがほとんどで、小学生を対象として体格と体力との関連を縦断的に

検討した最近の研究は数少ない。

そこで、本報告では、小学校６年間の体格と体力の追跡調査を実施し、発育・発達による変化および体

格変化と体力変化の関連を縦断的に検討することで、小学生児童の健康を考えるうえでの基礎的資料を収

集することを目的とした。

方法

調査対象は、お茶の水女子大学附属小学校に2002年度に１年生として入学した男子60名、女子60名、合

計120名であった。このうち、体格および体力テストに関する６年間のデータがすべて得られた90名（男
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子43名、女子47名）を分析対象とした。本研究への参加に関しては、事前に保護者に向けて、研究の主旨

と内容とを説明する文書を配布し、保護者より児童の研究参加への同意を得た。

　体格および体力の調査は、６年間を通して５～６月に実施した。

体格に関する調査項目は、身長、体重および生体インピーダンス法（タニタ社製）による体脂肪率であ

り、得られた身長および体重からローレル指数を算出した。

　体力に関する測定項目は、新体力テストの項目の中のうち、握力、上体起こし、立ち幅とび、反復横と

び、および長座体前屈を行った。握力は、握力計（竹井機器社製）を立位姿勢で片手に持ち、３秒間の最

大随意筋力発揮を２回行い、左右のそれぞれの最大値の平均を測定値とした。上体起こしは、膝関節90度

屈曲位での仰臥位、補助者に足を押さえてもらった状態で行い、腕を胸の前でクロスさせたまま、上体を

30秒間に起こした回数を記録した。立ち幅とびは、両足同時に踏み切って前方へ跳躍した際の距離を２回

計測し、最大値を記録した。反復横とびは、１m間隔で引かれた３本のラインの中央から左右にサイドス

テップを行い、20秒間のステップ数を記録した。長座体前屈は、長座体前屈計（竹井機器社製）を用い、

２回測定したうち最大値を記録した。いずれの項目も文部科学省の新体力テスト実施要項に準拠して行わ

れた。

　得られた結果はすべて、平均±標準偏差で表した。測定値および前年からの変化量の男女差、学年差の

比較をするために、二元配置分散分析（性別×学年）を行い、有意な交互作用が認められない場合は、主

効果の検定を行い、更にBonferroni法による多重比較検定を行った。交互作用が有意であった場合、性

別ごとに単純主効果の検定を行い、さらに主効果が認められた場合は、Bonferroni法による多重比較検

定を行った。また、体格項目と体力項目との関係を検討するために、１年ごとの変化量を用いて、ピアソ

ンの相関係数を求めた。統計処理は、SPSS16.0J for windows を使用し、統計的有意水準は５%とした。

結果

　表１に対象者の体格および体力項目の加齢変化を示した。

身長および体脂肪率では、有意な交互作用が認められ、加齢による変化のパターンが男女で異なった。

表１　体格・体力項目の加齢変化
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身長は、４年生までは有意な男女差が認められ、男女とも学年が上がるにつれ有意に増加した。体脂肪率

は、５年生まで男子のほうが有意に高値を示し、また男女とも１年次に比べ高学年で有意に高値を示した。

体重、ローレル指数には、有意な交互作用は認められなかった。体重では、性別および学年に有意な主効

果が認められ、加齢に伴う有意な増加が認められた。ローレル指数は、学年にのみ有意な主効果が認めら

れ、加齢に伴い有意に減少していた。

　体力項目に関しては、握力、長座体前屈で有意な交互作用が認められた。握力では、性別、学年の単

純主効果が認められ、男女とも加齢とともに増加を示した。また、２、３、４、６年次において、男子の

ほうが有意に高い結果であった。長座体前屈は、学年の単純主効果が認められ、男女とも１年次に比較し

６年次では有意に増加していたものの、前年度と比較し有意な変化が認められたのは、２年次男子のみで

あった。また、６年次では女子のほうが有意に高値であった。上体起こし、反復横とび、立ち幅とびには

有意な交互作用が認められず、いずれの項目でも学年による主効果が認められた。反復横とび、立ち幅と

びでは、有意な男女差が認められた。

　各項目の前年度からの変化量を図１（体格）、図２（体力）に示した。

身長、体重、体脂肪率の変化量について、有意な交互作用が認められた。身長は、４-５年生で有意な

男女差がみられ、男子５-６年次の変化量が３-４、４-５年次に比べ、また女子では高学年次の変化量が

低学年次の変化量より有意に大きかった。体重では、２-３、３-４年次で有意な性差が認められ、男女と

も５-６年次の変化量が他年次の変化量より有意に大きかった。体脂肪率に関しては、３-４、４-５、５-

６年次で有意な性差が認められ、男子においてのみ高学年次の変化量が低学年次の変化量より有意に大き

いという結果であった。ローレル指数には、有意な交互作用が認められなかったため、各要因の主効果の

検定を行った結果、男女差が認められた。

図１　各体力項目における前年度からの変化量

　体力項目に関しては、握力にのみ有意な交互作用が認められた。性別、学年の単純主効果が認められ、

４-５年次の変化量に有意な男女差が認められた。また、男子では３-４年次の変化量が１-２年次、５-６
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年次の変化量よりも有意に大きく、女子では３-４年次、４-５年次の変化量が１-２年次、５-６年次と比

較し、有意に大きい値を示した。上体起こしは、学年に有意な主効果が認められ、１-２、２-３年次の変

化量が５-６年次の変化量より有意に大きかった。反復横とびも学年にのみ有意な主効果が認められ、２-

３年次が他の年次の変化量より有意に大きい値を示した。長座体前屈は、男女差が認められ、また１-２

年次の変化量が他の年次の変化量より低値であった。立ち幅とびは、男女差が認められず、２-３年次に

おける変化量が他の年次の変化量より有意に高値であった。

図２　各体力項目における前年度からの変化量

　体格項目と体力項目の測定値の関係を見ると、身長と男子の握力（１-６年）、女子の上体起こし（１年）、

握力（２-６年）、立ち幅とび（１、４年）に有意な正の相関が認められた（表２）。体重においては、男

子の握力、長座体前屈（３、６年）、女子の握力に関して有意な正の相関がみられ、男子の反復横とび（１

年）、立ち幅とび（１、３-５年）では、有意な負の相関が認められた（表３）。体脂肪率では、男子の握力（３、

４年）、長座体前屈（３、６年）、女子の握力（６年）との間に有意な正の相関、男子の上体起こし（１年）、

立ち幅とび（３-６年）、女子の上体起こし（６年）、長座体前屈（４年）、立ち幅とび（３、６年）との間

に有意な負の相関が認められた（表４）。ローレル指数では、男子の長座体前屈（２年）、２年女子の反復

横とびと握力の間に有意な正の相関、６年男子の握力、１、５年男子の立ち幅とびとの間に有意な負の相
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関がみられた（表５）。

各体格項目と各体力項目の変化量間の相関係数を求めることにより、体格と体力要素の変化の関係を

検討した。身長の変化量と正の相関がみられた項目は、５-６年次男子の握力、３-４年次女子の立ち幅と

びの変化量であり、１-２年次男子の長座体前屈の変化量との間には負の相関が認められた（表６）。体重

の変化量との関係では、２-３年次男子の長座体前屈、１-２年次女子の握力および長座体前屈、５-６年

次女子の握力の変化量との間に有意な正の相関、３-４年次男子の長座体前屈、４-５年次の男子の立ち幅

とびの変化量との間に有意な負の相関が認められた（表７）。体脂肪率の変化量との関係では、２-３年次

男子の長座体前屈、４-５年次女子の反復横とびとの間に有意な正の相関、男子の４-５年次立ち幅とび、

5-6年次握力、長座体前屈および立ち幅とびの変化量の間に有意な負の相関が認められた（表８）。ローレ

ル指数との関係では、１-２年次男子の長座体前屈、１-２年次女子の反復横とび、握力との間に有意な正

の相関、４-５年次男子の立ち幅とび、５-６年次の握力との間に有意な負の相関が認められた(表９)。

考察

本報告は、小学校６年間にわたり体格と体力を測定し、その変化様相、さらにはこれらの関係について

表２　身長と体力項目との相関係数　 表３　体重と体力項目との相関係数

 

表４　体脂肪と体力項目との相関係数

　

表５　ローレル指数と体力項目との相関係数
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縦断的に検討することを目的とした。

体格の加齢変化を検討したところ、高学年において男女差が認められた。小学生児童の身長および体重

の測定値は、１年ごとに有意な増加がみられるが、体脂肪率については高学年で急激な増加を示した。こ

れは、第２次性徴による影響に加え、高学年において、食生活あるいは運動習慣の変容に一因する一日の

消費エネルギーと摂取エネルギーのバランスの変化が、体脂肪の蓄積として表れた可能性が示唆された

（水村ら、2006）。同じ小学校を対象とした以前の調査結果（水村ら2000）によると、５年生から６年生で

体育の授業以外での運動量が急激に減少していたことから、身体活動量の低下が、体脂肪率の増加に結び

付く可能性が高いと考えられた。また、体格の変化量をみてみると、身長、体重、女子の体脂肪率につい

て高学年で大きく、第二次性徴による影響が考えられた。一方、男子の体脂肪率に関して、体脂肪率の平

均値は高学年で高値を示すもの、高学年では低学年に比べ変化量が有意に小さかった。これは、高学年男

子において、体脂肪率が大幅に減る児童がいたため、もしくは体脂肪率が減る児童自体が多くいたためと

示唆された。発育・発達期にある児童の体脂肪率の減少は、成人のように単に体脂肪量の減少を指すだけ

ではなく、身長の発育に対して体脂肪量の増加が抑制されていることや、筋・骨格系の発達などが関与し

ていることが考えられた。

体力項目は、上体起こしを除いた項目において、有意な男女差が認められ、またその発達による変化様

相にも男女差があることがわかった。また、長座体前屈を除き、男女とも全般的に加齢に伴い発達してい

ることが示され、先行研究を支持するものであった。また、変化量からみたそれぞれの発達様相は、反復

横とびと立ち幅とびでは類似した発達様相を示したが、他の項目では異なり、男女差も認められた。長座

体前屈では、高学年になるにつれ、男子の増加量が減少し、将来的な柔軟性の欠如が予想された。この原

表６　身長の変化量と体力項目の変化量との相関係数 表７　体重の変化量と体力項目の変化量との相関係数

 

表８　体脂肪率の変化量と体力項目の変化量との相関係数 表９　ローレル指数の変化量と体力項目の変化量との相関係数
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因として、筋量の増加、運動種目などにみられる性別による違いの影響が可能性として考えられるが、本

報告では明らかとなっていないため、今後検討していく必要があると考えられる。

体格と体力項目との関係を測定値から検討してみたところ、身長と握力と女子の立ち幅とびとの間に有

意な正の相関があり、身長の発育と筋力の発達に関連があることを示していると考えられる。横断的検討

を行った真家（2013）によると、長座体前屈との間にも関連があると報告されているが、本報告では認

められなかった。体重との関連においては、握力との間に有意な正の相関が認められた。体重が多い児童

ほど筋量が多く、その結果握力の測定値も高値を示したと推測された。男子の立ち幅とびの結果と体重は、

有意な負の相関がみられた。立ち幅とびの結果と体脂肪率との間には、女子にも有意な負の相関がみられ

た。体重を負荷とした移動をともなう項目では、体脂肪が多いことがパフォーマンスを低下させる要因で

あることが示唆され、変化量も考慮すると、特に高学年男子で顕著であることが確認された。体脂肪量の

変化量と体力項目の変化量の関係を検討したところ（図３）、高学年男子において、体脂肪率の変化量と

上体起こし、握力、立ち幅とび、長座体前屈の変化量と有意な負の相関がみられた。図３からわかるよう

に、体脂肪率が減少した児童は体力項目の増加量が大きく、体脂肪率が増加した児童は体力項目の増加量

が少ない、あるいは減少している。幼児を対象に体格と体力の変化の関連を縦断的に検討した研究（中野、

2013）によると、年少時に比べ肥満度が低下した群では、肥満度が上昇した群に比べ、立ち幅とび、体支

持時間が有意に向上し、幼児期の肥満が筋パワーや筋持久力の発達に問題を起こす可能性が報告されてい

る。対象としている年代は異なるが、本研究でも一致した結果が得られ、第二次性徴期を迎える高学年小

学生においても、体脂肪の蓄積が筋パワー、筋持久力、筋力の発達に影響を及ぼす可能性が示唆された。

本報告では、対象数が少なかったため、肥満度による群間の比較は行わなかったが、今後対象数を増や

し、さらに生活習慣を含めて詳細に検討する必要があるものと考える。

図３　体脂肪率の変化量と体力項目の変化量の関係
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結論

本報告の結果、体格および長座体前屈を除く体力項目は、加齢とともに変化するが、その変化様相は男

女および学年で異なることが示された。また、高学年男子においては、体脂肪率の変化と、上体起こし、

握力、立ち幅とびの変化に関連が明らかとなり、体脂肪の蓄積は筋力、筋パワー、筋持久力の発達に問題

を起こす可能性が示唆された。
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